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研究課題名 植物オルガネラ間相互作用による異物認識機構に関する分子解析

研究の概要等 植物は、外界からの異物をまず細胞表層のオルガネラ「細胞壁」で認識し、細胞

膜上のインテグリン様分子を介してポリホスホイノシチド代謝系を活性化し、アク

チン繊維を経由して内部（核）に情報を伝え、遺伝子応答（特に翻訳過程）を制御

している。本研究では、病原微生物シグナル分子と複数のモデル植物を用いて、感

染の成否と密接にリンクした活性酸素生成、イオンフラックス及び環境応答遺伝子

群の発現を指標に、 オルガネラ 細胞壁、細胞膜、液胞 小胞体 に存在するイオンa) ( / )

輸送分子のシグナル応答とクロストークに関する解析、 オンオフ制御されたオルb)

ガネラと核（遺伝子応答）とのクロストークに関する解析、 エネルギー生産系オc)

ルガネラ（クロロプラストやミトコンドリア）のシグナル応答性と防御応答に果た

す役割並びに他のオルガネラとのクロストークに関して分子生物学的、分子遺伝学

的に明らかにする予定である。

以上の解析によって、異物認識から細胞応答に至る各オルガネラの役割を解明し、

、 。植物分子細胞病理学の構築を目指すとともに 耐病性分子育種への提言も行いたい
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計

（１６年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

36,800 20,300 9,500 9,300 8,500 84,400降は内約額）
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